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高度情報化社会のさらなる発展のためには、より高速な時間スケール、
かつより微細な空間スケールで電子を精密に制御することが必要である。
そのために本研究では、テラヘルツ波と走査型トンネル顕微鏡という異な
る二つの技術を融合し、従来技術の限界を打破する超高速ナノ空間電子制
御に成功した。さらに、トンネル接合におけるテラヘルツ近接場波形を評
価し制御する手法の確立にも成功した。これにより、かつてない時空間領
域で物質を「視る・操る」ことが可能になると期待される。

4月25日（水）14：00〜 総合研究棟W202

どなたでも気軽に参加下さい。
世話人：武田 淳（3953） 片山郁文（3695）
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